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八幡平の現状の評価 

活動履歴 

 最近数十万年間に、藤助森(とうすけもり)から源田森(げんたもり)を中心と

する八幡平山頂部や東部の前森山において火山体が形成された。源田森の頂

部から西南西方向約２kmの範囲には、新鮮な火口地形を有する八幡沼(はち

まんぬま)火口群が分布しており、約9,700年前、約8,000年前、約7,000年前

の水蒸気噴火による３層の火山灰層の給源は八幡沼周辺と考えられている

（和知・他, 2018）。 

 近年、山体周辺で発生した地震活動としては、1996年12月に南方３～６㎞で

小規模な群発地震が発生したことが報告されている（東北大学理学部地震予

知・噴火予知観測センター，1997）のみで、顕著な活動は報告されていない。 

調査観測結果 

 陸域観測技術衛星２号「だいち２号」による干渉SAR時系列解析によると、

八幡平山頂を含む広い範囲で2020年後半から視線方向変位の短縮傾向が見

られている。八幡平周辺でこのような膨張性の地殻変動が観測されたのは初

めてである。2.5次元解析の結果では、八幡平周辺で隆起、西側では西向き、

東側では東向きの水平変位が見られる。GNSS連続観測においても、2020年中

頃から膨張性の地殻変動が認められており、2022年終わり頃からやや鈍化し

つつも継続している。岩手山周辺の地殻変動の影響が小さいと思われる2020

年から2023年のGNSS連続観測及び干渉SARにより得られた地殻変動に基づい

て、球状圧力源を仮定して変動源を推定した結果、位置は八幡平山頂付近の

海抜下約４km、体積増加量は2.4×107ｍ3と推定された。 

 広域の地震観測データを用いた気象庁の一元化処理による震源（以下「一元

化震源」という。）では、八幡平東部の茶臼岳周辺でややまとまった地震活

動が認められる。八幡平山頂及び茶臼岳山頂を含む東西12km×南北６kmの領

域では、2022年頃から発生頻度が高くなっている。地熱開発を目的として

2020年８月から同年10月及び2021年８月から2023年６月に行われた臨時地

震観測では、一元化震源にはない多数の微小地震が茶臼岳を含む八幡平の南

東部に広く分布し、観測期間を通じて発生していることが確認された。また、

同臨時地震観測では、観測点が八幡平近傍に設置されたため、地表近くから

深さ約３㎞程度までの浅い領域に多数の震源が推定されている。 

 八幡平山頂付近の海抜下25kmから40kmの範囲で、他の多くの火山でも認めら

れる深部低周波地震が発生している。一方、茶臼岳周辺の浅部では低周波成
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分に富む地震が散発していることは広域の地震観測データからもわかって

いたが、近傍に常設の観測点がないため、その正確な震源の位置や活動度等

は推定できていない。 

 現時点では、表面現象に顕著な変化は認められない。 

現象の解釈及びメカニズムの推定 

 広域地震波速度トモグラフィの結果（例えば、Nakajima et al., 2001）に

よると、八幡平、秋田焼山、秋田駒ヶ岳、岩手山を含む領域では、上部マン

トルから上部地殻までＰ波・Ｓ波低速度領域が連続的に推定されており、こ

の領域に活火山が集中していることに関係している可能性がある。 

 地熱開発の目的で行われた比抵抗構造調査によると、八幡平や茶臼岳周辺の

浅部（標高０ｍ以浅）には低比抵抗層が明瞭に見られ、低透水性層（キャッ

プロック）の存在が示唆される。やや比抵抗の高い領域を挟み、その深部（海

抜０ｍ以深）にも、調査領域の下限（海抜下５km）まで低比抵抗領域が連続

的に広がっている (新エネルギー・産業技術総合開発機構, 2024)。臨時地

震観測により検出された微小地震の震源は、茶臼岳を含む八幡平の南東部に

かけて広く分布しており、上記の浅部低透水性層直下で多数発生しているよ

うに見える。 

 GNSS連続観測及び干渉SARの解析結果から推定された圧力源の位置は、上述

の連続的な深部低比抵抗領域内に位置することから、低比抵抗の要因とされ

ているマグマ起源と思われる高塩濃度流体(新エネルギー・産業技術総合開

発機構, 2024)の一部が何らかの原因により増圧した可能性が考えられる。 

 この圧力源は、過去の水蒸気噴火の火口群の下に位置していることから、マ

グマや熱水の供給が断続的に継続している可能性（土井・他, 2024）も考え

られる。 

想定される火山活動の推移等 

 現時点では噴火に直接結びつく現象は観測されていないが、山頂周辺に観測

点がない現状の観測網では、活動の評価は困難であり、噴火の時期、位置、

規模を評価することは難しい。 

 八幡平では、過去の噴火履歴、火山体構造や地震活動の特徴などから、今後、

噴火が発生する場合には、水蒸気噴火である可能性が高い。 
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八幡平の調査研究方策 

八幡平の評価のために機動的な調査観測を含めた以下の調査研究が必要であ

る。 

 火山活動をより詳細に把握するための、地熱等の表面現象、浅所の地震

活動及び局所的な地殻変動の把握を目的とした山頂周辺での観測。 

 


